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(57)【要約】
【課題】電動アシストターボチャージャのモータを冷却
できる電動アシストターボチャージャの冷却装置を提供
する。
【解決手段】ターボチャージャのターボ軸２３にモータ
１２のロータ１３を連結した電動アシストターボチャー
ジャ１０において、ターボ軸２３を軸承するベアリング
ハウジング２８とターボチャージャのコンプレッサハウ
ジング２７とをモータケース１１で接続すると共にモー
タケース１１内にロータ１３とステータ１４からなるモ
ータ１２を収容し、そのステータ１４外周のモータケー
ス１１に水冷室１５を形成したものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ターボチャージャのターボ軸にモータのロータを連結した電動アシストターボチャージ
ャにおいて、ターボ軸を軸承するベアリングハウジングとターボチャージャのコンプレッ
サハウジングとをモータケースで接続すると共にモータケース内にロータとステータから
なるモータを収容し、そのステータ外周のモータケースに水冷室を形成したことを特徴と
する電動アシストターボチャージャの冷却装置。
【請求項２】
　前記モータケースの下部に前記水冷室の冷却水入口が設けられ、上部に冷却水出口が設
けられ、その冷却水入口と冷却水出口間にラジエータを含むステータ冷却ラインが接続さ
れる請求項１記載の電動アシストターボチャージャの冷却装置。
【請求項３】
　前記水冷室は、前記ステータの外周を冷却する冷却水流路と、その冷却水流路と連続し
、ステータのベアリングハウジング側からの熱を断熱する端面冷却流路とからなる請求項
１又は２記載の電動アシストターボチャージャの冷却装置。
【請求項４】
　前記ベアリングハウジングとモータケースが断熱ガスケットを介して接続される請求項
３記載の電動アシストターボチャージャの冷却装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ターボチャージャに電動機（モータ）を組み合わせた電動アシストターボチ
ャージャに係り、特にその電動アシストターボチャージャのモータを冷却するための電動
アシストターボチャージャの冷却装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図２に示すようにターボチャージャ２０は、タービン２１とコンプレッサ２２をターボ
軸２３で連結して構成される。タービン２１は、タービンホイール２４とタービンホイー
ル２４を囲み、排ガスが導入されるタービンハウジング２５からなり、コンプレッサ２２
は、コンプレッサホイール２６とコンプレッサホイール２６を囲み、吸気が導入されるコ
ンプレッサハウジング２７からなり、タービンホイール２４とコンプレッサホイール２６
を連結するターボ軸２３がベアリングハウジング２８内に収容されると共にベアリングハ
ウジング２８内に設けた軸受部２９で軸承される。ベアリングハウジング２８の上部には
、潤滑油を軸受部２９に供給する潤滑油入口３０が設けられ、下部には潤滑油排出路３１
が形成される。
【０００３】
　図３は、ターボチャージャ２０をエンジン４０に付加した際の吸排気系と潤滑油による
冷却系統を示したものである。
【０００４】
　ターボチャージャ２０は、エンジン４０のエギゾーストパイプ４１にタービン２１が接
続され、インテークパイプ４２にコンプレッサ２２が接続され、エンジン４０の燃焼室４
３から排気された排ガスがエギゾーストパイプ４１を通してタービン２１に供給されて、
タービン２１を駆動し、吸気はエアクリーナ４４からコンプレッサ２２に導入されて圧縮
され、インタークーラ４６で冷却され、吸気スロットル４５を介してエンジン４０の燃焼
室４３に導入される。
【０００５】
　このターボチャージャ２０は、ベアリングハウジング２８内の軸受部２９の潤滑のため
と、排ガスからの受熱による軸受部２９の冷却のために、エンジン４０からの潤滑油を、
オイル供給管４７を通してベアリングハウジング２８内に導入し、軸受部２９を潤滑する
と共に冷却するようになっており、ベアリングハウジング２８に供給された潤滑油は、潤
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滑油排出路３１からオイル戻し管４８にてオイルパンへ戻され、再度ベアリングハウジン
グ２８内に循環されるようになっている。
【０００６】
　このエンジン４０にターボチャージャ２０を付加したシステムでは、エンジンの低回転
域での過給圧の立ち上がりが悪く、低回転時に高トルクが要求されてもエンジンの出力特
性が良好でない問題がある。
【０００７】
　そこで最近は、ターボチャージャのターボ軸にモータのロータを直結し、高トルクが要
求されたときにモータでターボ軸を回転して過給圧を上げ、また逆にタービンの回転でモ
ータを発電機として使用する電動アシストターボチャージャが開発されている（特許文献
１，２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００４－１６９６２９号公報
【特許文献２】特開２００６－３２０１４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　この電動アシストターボチャージャにおいては、ベアリングハウジングとコンプレッサ
ーハウジングの間にモータを設置したものであるが、モータ駆動時にステータの自己発熱
およびタービンからの受熱により、モータの温度が２００℃以上に上昇するため、駆動力
低下が生じる問題がある。
【００１０】
　図４は、モータの温度が－２０℃、＋２５℃、＋７５℃のときの、トルクに対するモー
タ速度特性とモータ電流特性を示したもので、モータ温度が高いとモータの電流特性も速
度特性も悪くなる。
【００１１】
　従ってモータ温度が１００℃以上に上昇した場合には、ブースト立ち上がり時間の遅れ
が生じ、排ガス性能の悪化、ドライビングレスポンス性の悪化が生じると共に、モータの
耐熱性にも問題を生じる。
【００１２】
　そこで、本発明の目的は、上記課題を解決し、電動アシストターボチャージャのモータ
を冷却できる電動アシストターボチャージャの冷却装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、ターボチャージャのターボ軸にモータの
ロータを連結した電動アシストターボチャージャにおいて、ターボ軸を軸承するベアリン
グハウジングとターボチャージャのコンプレッサハウジングとをモータケースで接続する
と共にモータケース内にロータとステータからなるモータを収容し、そのステータ外周の
モータケースに水冷室を形成したことを特徴とする電動アシストターボチャージャの冷却
装置である。
【００１４】
　請求項２の発明は、前記モータケースの下部に前記水冷室の冷却水入口が設けられ、上
部に冷却水出口が設けられ、その冷却水入口と冷却水出口間にラジエータを含むステータ
冷却ラインが接続される請求項１記載の電動アシストターボチャージャの冷却装置である
。
【００１５】
　請求項３の発明は、前記水冷室は、前記ステータの外周を冷却する冷却水流路と、その
冷却水流路と連続し、ステータのベアリングハウジング側からの熱を断熱する端面冷却流
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路とからなる請求項１又は２記載の電動アシストターボチャージャの冷却装置である。
【００１６】
　請求項４の発明は、前記ベアリングハウジングとモータケースが断熱ガスケットを介し
て接続される請求項３記載の電動アシストターボチャージャの冷却装置である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、モータのステータの冷却性能が向上し、モータ駆動力の低下を防止できると
共にモータを発電機として使用する際には発電効率を向上させることができるという優れ
た効果を発揮する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施の形態を示す図である。
【図２】従来のターボチャージャを示す断面図である。
【図３】従来のターボチャージャをエンジンの吸排気系に組み込んだ図である。
【図４】モータの各温度におけるトルクに対する速度特性と電流特性を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の好適な一実施の形態を添付図面に基づいて詳述する。
【００２０】
　図１において、１０は、電動アシストターボチャージャを示し、モータ１２の構成を除
いて、タービンとコンプレッサは、図２で説明したターボチャージャ２０のタービン２１
とコンプレッサ２２の構造と基本的に同じであり、同一符号を付すと共にその説明は省略
する。
【００２１】
　さて、ベアリングハウジング２８とコンプレッサハウジング２７とはモータケース１１
で接続され、そのモータケース１１内にモータ１２が設けられて電動アシストターボチャ
ージャ１０が構成される。
【００２２】
　モータ１２は、ターボ軸２３に連結されたロータ１３と、そのロータ１３の外周にエア
ギャップを介して配置されるステータ１４とからなり、そのステータ１４を囲繞するよう
にモータケース１１が設けられると共にモータケース１１内に水冷室１５が形成される。
【００２３】
　水冷室１５を形成するモータケース１１は、外周壁１１ｏと、ベアリングハウジング２
８と接する側壁１１ｓと、コンプレッサハウジング２７と接する側壁１１ｒと、その両側
壁１１ｓ、１１ｒを連結する内周壁１１ｉとで形成され、その内周壁１１ｉが、ステータ
１４と接するステータ外周壁部１６ａと、ステータ１４のコンプレッサハウジング２７側
端面中央に沿って延びるステータ端面壁部１６ｂと、ステータ端面壁部１６ｂの内周端と
ベアリングハウジング２８側の側壁１１ｓとを結ぶ内周壁部１６ｃとで形成される。
【００２４】
　水冷室１５は、コンプレッサハウジング２７と接する側壁１１ｒと内周壁１１ｉのステ
ータ外周壁部１６ａと外周壁１１ｏとで形成される中空リング状の冷却水流路１５ａと、
内周壁１１ｉのステータ端面壁部１６ｂと、内周壁部１６ｃとベアリングハウジング２８
側の側壁１１ｓとで形成される端面冷却流路１５ｂとで構成される。
【００２５】
　このモータケース１１の側壁１１ｓとベアリングハウジング２８との間には、ベアリン
グハウジング２８からステータ１４の端面への入熱を阻止する断熱ガスケット１８が設け
られる。モータケース１１の側壁１１ｓの内周には、オイルシール１７が設けられる。
【００２６】
　また、ベアリングハウジング２８の断熱ガスケット１８側には、ターボ軸２３のスラス
ト荷重を受けるスラスト軸受３２が設けられる。
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【００２７】
　なお、本実施の形態では、ターボ軸２３を図２と同様に軸受部２９で直接軸承した例を
示しているがボールベアリングで軸承するように構成してもよい。
【００２８】
　モータケース１１の下部には、冷却水入口３３が設けられ、上部には冷却水出口３４が
設けられ、その冷却水入口３３と冷却水出口３４間にラジエータ３５を含むステータ冷却
ライン３６が接続される。
【００２９】
　ステータ冷却ライン３６は、エンジン冷却ライン５０から分岐して設けられるようにな
っている。
【００３０】
　エンジン冷却ライン５０は、冷却水ポンプ３７を有し、冷却水ポンプ３７からオイルク
ーラ３８を通し、エンジン４０のシリンダブロック４０ｓとシリンダヘッド４０ｈとを通
り、ラジエータ３５を通って冷却水ポンプ３７に戻るように構成され、ステータ冷却ライ
ン３６は、エンジン冷却ライン５０のシリンダブロック４０ｓから分岐されて設けられる
。シリンダブロック４０ｓからの冷却水は、入口側ステータ冷却ライン３６ａを通して冷
却水入口３３に流れ、水冷室１５を通り、冷却水出口３４から出口側ステータ冷却ライン
３６ｂを通りシリンダヘッド４０ｈの出口側のエンジン冷却ライン５０に合流するように
される。
【００３１】
　また、ベアリンハウジング２８の軸受部２９とスラスト軸受３２への潤滑油の供給は、
図３で説明したようにシリンダブロック４０ｓ、シリンダヘッド４０ｈを通った潤滑油が
オイル供給管４７を通してベアリングハウジング２８内に導入され、軸受部２９とスラス
ト軸受３２を潤滑すると共に冷却し、潤滑油排出路３１からオイル戻し管４８にてオイル
パンへ戻されて循環されるようになっている。
【００３２】
　次に本実施の形態の作用を説明する。
【００３３】
　低負荷時に高トルクが要求され過給圧を上げる際には、モータ１２のステータ１４のコ
イルに通電してロータ１３を回転し、ターボ軸２３を介してコンプレッサ２２を駆動し、
またタービン２１の駆動から発電する際には、ステータ１４のコイルに生じた回生電流で
バッテリを充電する。
【００３４】
　このモータ１２の駆動時には、ステータ１４が２００℃に発熱するため、ステータ冷却
ライン３６からの冷却水をモータケース１１内の水冷室１５内に流すことで、モータ１２
の温度を８０℃以下に冷却することができる。また水冷室１５には、ステータ１４の外周
部を冷却する冷却水流路１５ａの他に、ステータ１４の端面を冷却する端面冷却流路１５
ｂが形成されており、この端面冷却流路１５ｂにてベアリングハウジング２８からの伝熱
をカットすることができ、またベアリングハウジング２８とモータケース１１間に設けた
断熱ガスケット１８により受熱をカットすることができる。この断熱ガスケット１８は、
ベアリングハウジング２８のスラスト軸受３２と隣接するよう設けられており、そのスラ
スト軸受３２に供給される潤滑油による冷却効果と併せて、タービン２１側からモータ１
２に伝わる熱をカットすることができる。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　電動アシストターボチャージャ
　１１　モータケース
　１２　モータ
　１３　ロータ
　１４　ステータ



(6) JP 2012-97608 A 2012.5.24

　１５　水冷室
　２１　タービン
　２２　コンプレッサ
　２３　ターボ軸
　２７　コンプレッサハウジング
　２８　ベアリングハウジング

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１】
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